
5材w•および成長聲的定法の•基權誕査

6-1 杯分成長れのな定およひ予源方法

1試次:担当者

晓避前翔定研究室:西・沢正久,川站幸政,椎林俊昭

2 試ケ巨的

固定想0地内の从木の成長":!H港・径,横;甬,材格など)のデータを用いて各成通の分布を 

稀究し .玩往の各秒排分成長松の推定方法を积对し,成/臨ノ蜿の飛・忑フコフbサイズの決定. 

秋木のれ成’状禳ほよる成長过那定本敘をシュミレー ・ンコンで決定すること,また松分の成長退 

程を時菸列とみて取り扱う方法の研究.をしてあらゆる予雨方法の須徑を偷討し・て衆終的性Hi 
适な成良渋の予浦j方注を桧立することを！？!的としている。このため少なくとも5朋費(1叫傅 

iH 5〜5托)よわたる継続した根间値を虫めなければならない。

3哇却4 2与•度の経過とえられた％果

财j:営M局,上出燃落皆内小丿I跳顆Xのじノキ回定林泗化の2プロック(1プロックは5〇 

rax 5： Ort)の弟3回目の勺査と同届,上田哪為湖・川攻編.戋区の”ラマッ柑^定標华沁 

(.Q 5 2 h )の弟3回目调•査を終了 Lた.、現在黄料の齢理中である。

4 昭知!43年度の試験計画

長野営林M•上松世・占,小川が袈区の天然生匕ノキ固定億潮地の5ブロックについての定 

3回目の條と北見営林局,留辺桨當林宅・诅根湯・麹Fの天然生エゾマッ,トト・マッ林分固 

定標準地の第3回目の調炎な実かる。
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5-2 同空写照材松表の作成

!誌収担当者

旌能氧経せ第2料長:大友栄松

"航測研究室:中島 酸・秘波幸男,長谷川M序

〃 測定研究室:撻液ミョ子,薬袋次网,神戸・喜久

2 如驶目的

ステレオグラム(比较判例写真)御整の資料を用いて航空写耕項表を作成し写真｝てより材 

醐腕なおこなう方法在耳立する。

3母・和4 2年度の終過とえられた給果

昭彩4 〇年度より作成が間始された金国奇林比較判斜写爽を冲とする没空写说格折戒作成 

のお暖;形をとして.約!h a O«JW.の戯•魅.％方法??もと.*, :?た各訂海法,枷C比好J 

佩:写女㈱t:の地上測定仙・と写克泗定艇の結びつき寺樹杪•林分齢;.,爬兄,靜の谷姻より求 

めるために(W«Kひきつづき東京営林局宵内スギ標御照綁豈責料を解折するとともに前 

橋営祝心尚内に2ヶ所のスギ徳的・を設定し城混切なった。また云応の.’岭資科・用いて旭 

上測定値と•写舞則定値との結びっやの・檢时な進めた。

(が地誠i秘の一手法としての(P LO t M " Sampling)法については材補推定上の 

多くの間知8いて大友技敏が研冗を進めて成果をとりまとめている。

またポイントE査,およびブロケク牌役(1G mx10爪)の値数と全林鯉木値との仪(保代 

’丑、ては,それぞれ2 〇題に至・て平均偵の2注以内の巾の推定となった。なお］0題で棣は 

5务,5時で15 q前f初巾の推垣であった

写衣測定値との結びつきについて,tづ写我別定因子と炯上測定値との侵通なそれぞれの镖 

劑址忙ついて検时しな〇 ・球知1|定树部と地上測定也楠は写衣条件に左右されるが,もし削定可 

能な-更木であれは,そめ相作が極めて爲いことはせうiてもない。しかし一林分において倦々 

の立木がi时定されうるのは極给て特別な早会であり,通常これは林分平均為として,Rめら汩う 

化,または題倒分けのー製段とするべ谷である。従って雁なの地上測定資料との嶼封において, 

:写猊上に•卩めうろ偽々の柄冠而蜀,およぴ敞!占冇率との阴迎を技耐した«この結果» №4の 

樹冠面&と材扭との的田は惻冠占右率よりも,はるか従高い相国が胡められ,天携林分Kおい 

てはr = 0.8 7 ・示した.しかし商状標勒(！»は過物林分のため,この相(卽は若しく低下し,。 

05 5な示した。なお10 01x10 mのプロック別による立水密度と材・稍との相弱は爲萩林分 

作於て天城林分より商い相供1供！保皆示す。
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なお段応資為による林分の写森測定値と地上关測位との検討にわいて革滝炒方カラマツを用 

いた。同一牀分の林分利高の翊定探を:写夷浏定日よる翩•方世•遍渉,斜曲上の位a‘,傾 

斜角,立ズ溶度,同一林分面壌の各妾因冗よって翌因分析を行ない任好な結果を得た。iた. 

白河地方スギ.・ヒノキ,アカマツ林分については衆!読・側定统と材撒の關の傷相仪 ！を下同の各刀 

ティリーごとに検討したがその結果は桝岛……〇・7 5 5 .岫方血……16 3 2 •卷冠直堡 

.......0.6 01,雄斜角 〇• 5 9 3 ,空理••…G △ 8 5 ,色!::幡 〇• 4 2 6 ,蚀紳立 

&.…… 0-2 7 7.反股茨密應・•…。 2 5 8とな•=た,

なお,これらのカテゴリーな応用した材号»態定法について検討中て・ある。

xた匠に作成された比・判洌券女の材窗卸陀仙の性’質を知るため,それぞれの林分での河売 

点間の変勒な吸めたが.令彼が妖くなる%:したがい变聂は大きくなる後冋在示し.2令必では 

65 前後&示すものか少なくない。路竅Kなる江位がい,平埼2 〇 -i)Wとなるc

4 昭和4 3年産の試虹計画

スギ標汤面資料を補充するため,前橋営林同管内において令效の我なる棕險Pな設定,地上 

尚定およぴ,写我判薮をおこなう,欣•応資料による写耕j就値の笏因分析な進めふ

新に作成された比v.Z判例:写頁について,東京世林局會内スギ.NL ,前橋営林局アカマツ, 

北蜘帯広天然杯の資料代ついて,林分材莎値と址上洲査値,および写典洵京値の渉因分忻を 

おこない,最も多く跚理する要因と,その透切な写真伸陆法,または推定法士險fし•材,税推 

定方法の球立を図るとともに.材型表,収後安とのra龍・明らか拭し比间例写典.の利用法米 

研究する。

なお,既に作成された比杖判例写声の奁务内容の精度を機的するために,少なくとん各林型

タイプにつyな的の抽出モデルによる却由再购が0点しい。

6 地位指数謂査法

6-I地位幷敛

!試製••担当者

籽样都茹I定研究宝:西沢正久.命益幸洩,W域次郞,神戸序久

2 肱驭目知

卅位は•林地がその樹御て対して示す:祖坂的材準生序能力であると定義されている。しかしこ 

れを如何なる州度でとらえるかというW制・は一音的な辯おはないが.一 ・關には主林水の平均 

护高または上酣なJにより灿位を利定する。この場合一眾の華協林金を没けて址位萌親を作成す 

る方法と・社’燃令を設けない作・成方法があるCこの冠賢では前者による方法をとり,これを沁 

位指次曲粮とよぶことにした。如忡指欲曲粮は一收には暫定プロットをとり,作洗されるが, 

この研咒では性齢辯析水の成長を解析し,それにより•避合のよい始位招数曲線の還択,ぶ某因 

子の座•界に祥なうガイドカープの附の相選•加位と土批琅墮因子との関保などを計催的:r把握 

する。ま件淀プロットから件る用位:脳却廠と,桝斧麼折木から作る笊位拒敖曲臆との相違 

の网敦および圳泣指数をどの位の血柄年位でとらえるかも合せて験討する。

3 る和42年度の絲诵とえられた絡果

スギ林分を対歎に,ii；j«±でのが画を4>とKして血ny作数曲親の差の・出・および多くの 

因子による切他指汲也線の作成を可后にするような焼木の抽出を計画した。すなわち,拍辰因 

子,標祐因子,咨級因子,回:6耕因子別ズ蛉N・とり•これらの因子・が灿位指数にどのような 

供通を示すかを解析するため照16 2谯本点の濯査を凯闽した。

同上の針知T航して.水剧営.林君•福尻事冥区で2 8償の條木点を御査したCこれら各点で 

は松餘解析を各1水づつ夹行した。

4 昭和4 3鎮度の叡駁計画

この試験て証血された16 2の悚ホ点を全那哋することがMも早ましいか.費用と功程の 

面か、•その1制は哲略せざるを褂ないと考えられるか,4 3“は碧因の組合せのうち・少 

なくとも1反傻のテ•・ターが揃うよ.に、前住度譚査されなかった点を補充する。その敎は44 

点行なる。また前年危まで”・得られたカラマツのデーター；rついての解析および殴时を進める。

なおこんごの問題点として姑位^数曲国は固處ブロットのデータード基づいて作成すべきで 

あるが,この研究では说本木の櫛蹄析片よって作成する简便法を!史っているこれが林分の 

成埒を正挪に表現しせれない点をどのようK取扱うカ、.という点がこんごの問題点
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